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3648)( 23  ttttf として、 11 ≦≦t における増減を調べる。 
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1)1(,3)1(  ff より、 11 ≦≦t におけるグラフの概形は右図の通り。 

sint を満たす の個数は、 1t のとき 1個、 11  t のとき 2個。 

これを踏まえて、 aが変化したときの、解 の個数は 
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